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神山霊土歌碑 

   御岳山頂の御嶽神社境内の玉垣内に「神山霊土歌碑
しんざんれいどのかひ

」があります。この碑は、明治二十年

二月に建立されたもので、題字は福島種臣、長歌が反歌を添えて本居豊頴
とよかい

 の作品で、山岡高歩
たかゆき

（鉄舟）の筆によるものです。玉垣内ですので、入場には社務所の許可が必要ですが、申し込

めば誰でも中に入ってみることができますので、是非ご覧になって下さい。 

 三人の明治の巨星が、どのような形で結びついて、この歌碑に関わったのか、実際に御岳山

に登って来たことがあるのかなど興味が湧くところです。鉄舟の作品のいくつかが、山上に残

されていること、「幕末三舟」のもう一人の高橋泥舟
でいしゅう

も書なども神社に残っていることなどを

考えると、一層興味が深まってきます。歌碑は、高さ約１７０センチメートル、幅１６５セン

チメートルの楕円形、暑さは5センチメートル、大きさの割にはかなり薄いものです。裏面に

は、この碑を奉納した人々の名が刻まれています。 

 歌の内容は神社の境内のお砂（山砂）が、田畑の虫の害を防いでくれるという古くからの信

仰を詠んだものです。この信仰は、今でも続いていて、お砂を掘るための大きな鍬が最近まで

ありましたが、昭和四十一年の台風被害の後、行方不明になっていますが、お砂を求める人は、

あとを断ちません。 

 鉄舟は、明治二十一年に没していますから、歌碑の筆は、鉄筆最晩年のものと思われますが、

楷書のしっかりとした書体で、気力に充ちたすばらしいものです。 

 この境内には、慶安二年、長渕村日向和田住人奉納の石燈籠などもあって、貴重な石碑類が

あります。あまり知られていない、隠れた文化財といえるでしょう。 

 以下「新山霊土石碑」の全文を書いておきます。        

（文責 金井 國利） 
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